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南城市の「N」の文字を図案化したもので、緑

色は豊かな自然を、青色は豊饒の海を、赤色は

太陽をイメージし、合併により未来に向かって

躍進する元気な市民を表現しています。
（平成 18年 11 月 1日制定）

市 章

市民憲章

一、私たちは、海と緑の豊かな自然を守り、美しい環境のまちをつくります。

一、私たちは、郷土の歴史と伝統に誇りをもち、文化のまちをつくります。

一、私たちは、お年寄りを敬い、子どもの夢を育て、だれもが生きがいをもてるまちをつくります。

一、私たちは、スポーツに親しみ、明るい健康なまちをつくります。

一、私たちは、互いに助け合い、温もりのあるまちをつくります。

　　（平成 19年 3月 1日制定）

キャラクター なんじぃロゴマーク
南城市の地形「ハート」のおひげのな
んじぃ。いつも私たちのそばに寄り添っ
て、心の支えとなっているおじぃちゃん
です。様々な年齢層の人々が、それぞ
れの役割を果たし、世代間が交流して
豊かな街づくりを推進していく、そんな
象徴となるキャラクターです。

南城市のハートの地形をハイビスカスの
花びらで表現。花粉は４つの地域、花
芯は久高島を表し、それぞれが朝陽の
昇る東へ向くことで、ハイビスカスのよ
うに華やかで力強く、心温かで光り輝
く南城市の未来を表現しています。
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